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専門的な知誠や経験を全く~＇~とし

ないこと。私がnうゆtJ.!iをHきな理由
の一つである。自分の経験や持ってい

る知識だけで対話に参}JIJすることがで

きる。だからどんな世代の人も、どん

な文化の中で育った人も、みんな｜白lじ

愉の中で話をすることができる。私は

今年の4月から数か月1111、中学校やそ

の他の場所で主に子どもの科学対話の

実践に関わってきた。今問はその中で

！＜$じたこと、 考えたことを.，I｝こうと

思う。

的玉県の開智学園という私立tj1学校

にて哲学対話のお手伝いを始めたこと

が、私が哲学対話に興味を持ったきっ

かけである。この学校では、中学 l年

生の5つのクラスで何学対話の授業が

行われている。それぞれ30人クラス

で、男女比はどこのクラスも男子20 

人程度に対して女子が lO人稗j立であ

る。最初の数回の授業では生徒たちの

グループワークや、ファシリテーター

と生徒のみの対話で侵業が進み、私は

その線下を，i己録したり、板，！？係をした

りしていた。また、そのクラスの担任

の先生も生徒たちの対話－の輸の外に出

て、i'til!iの綴子をtlfl然していた。生徒

たちをよ4ていると、小学 Iij~生の生徒

たちが「なぜ命は大切なのかJや f1！！~ 

は｛i-(F.するか」など、 i:J分が大学のゼ

ミでJ~泌をしているような内科を訴し

ていることに驚いた。，，」学牛．も大学

生も、ィミ！；！.＼滑に忠、うことは｜日lじなのだ

なあ、と！日Eじた。

授業が何回か進んだ後、生徒の対

.11iの愉のtjIに、そのクラスの担任の先

也や下伝いに来ている大学生も人るこ

とになった。担任の先生が「先生」と

してではなく、生徒と同じ、「一人の

参加ruとしてその輸の巾にいること
が、＇－Hgに対してとても良い路傍を与

えているようだった。そのときのテー

マは「友制Jだった。担任の先生は自

らの経験を通して感じたことや思った

ことをポIllに話されていた。{YIJえば、

担任の先生にとって、大人の友人＇~＇係

とはどんな感じなのか、ということや、

9J~・は友達になれるのか、という こ と

も、先生が村段から本当に思っている

ことを，mされているようだった。その
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綴子は「先生Jとしてではなく、生徒

たちと同じ「一人の参加行」だった。

そのことが生徒に「思ったことを素直

に話していいんだ」という安心感を与

えられたのではないか。そして何より

も、初任の先生やその他の大人と同じ

口組で訴をすることを子どもたちは楽

しんでいるようだった。対話に参加し

ていた大学生が、大学での友人間係に

ついて話していると、多くの生徒たち

が興味を持ってIJflいていた。また私自

身も小学生の発言をIJllき、 l’l分が中学

生だった頃の感~·.tを思いIll した。 W1Jえ

ば、大学生の今となっては友人同士の

9] !;cが二人で道を歩いていることは、

よくある普通のことのようにJ;!.1うが、

小学生の頃の私にとって、（私が女子

校lこ通っていたということもあるが、）

父$Jlや弟以外の男の人とて人で道を歩

くことは｜白l性の友人と歩くことよりも

緊似したり不自然さを感じていたりし

た。

このように、中学生の先高iをIJllいて

いると、自分が小学生だった凶を思い

山し、その頃に感じていたものが変化

して、今の自分がいることを感じる。

「11分の感党の、 f11Jが、いつ、どのよ

うに変化したのだろう」などと思うと、

l'I分の思考も深まる。チどもと大人が

交ざったがI話はとても光’ょした劣囲気

で進んでいた。

この小学校での実践を通して、子ど

もと大人が対話をするときに特に大切

なことは「表直に、 JE1（（になること」
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ではないだろうか。子どもも大人も、

自分がどう思うのかを素直にそのまま

話－すことが、対話を充実させる盟国で

あると思う。特に大人は、「子どもに

わかりやすく伝えないと…」とか、子

どもに勺える教育的効果を考えるより

も、到の中に fふわっJと思い浮かん

だことをそのまま口にすることが、対

訴をする tで大切なことなのではない
か。周りの人に自分の話したいことが

伝わるかどうかは、言葉を発したあと

に考えればよい。自然に浮かんできた

考えを行葉にする前に「こんなことを

言っても大丈夫かな？Jとか「何と言っ

たらII分の言いたいことが伝わるだろ

う」とか考えていたら、その自分の頭

に浮かんできたものの自然さが汚れて

しまう。爪lりの人に自分の言いたいこ

との怠味が伝わっていなかったら、伝

わるまで言・葉を変えて何度も話せばよ

い。相手にわかりやすく伝えようと

することも大切なことだが、 何よりも

ill必なのは、子どもも大人もliiJじ「一

人の参加千刊として、テーマについて

じっくり考え、話し、 聞くことである。

また、中学校での実践とは別に、 子



どもと大人が入り交ざった哲学対話に

関わる機会をいただいた。それは、毎

日新聞社に公募で集まった小中学生

1 6人とその保護者が参加した、『毎

小哲学カフェ』というイベントである。

最初に子どもたちだけの対話、次に子

どもたちの保護者だけの対話、そして

展後に子どもと大人が全員参加する対

話があった。その最後の対話には子ど

もたちと保護者の他に、手伝いに来て

いた大学生や、新聞社、テレピ局の人

も入ったので、全部で約50人の輪が

できた。

そのときのテーマは「人はなぜ、た

たかうのかJだった。話の涜れの中で

「この世にたった一つしか存在してい

ないもので、それをどうしても手に入

れたいけれど、それはすでに誰かのも

のだったとき、諦めるのか、それとも

争ってでも奪うのか」という問いが出

てきた。この間いについて挙がった具

体例として、「好きになった人が結婚

していたとき」というものがあった。

子どもたちからはこの具体例に対し

て「それは相手の気持ちがあるから諦

めるしかない」とか「結婚しているの

に争って奪うようなことをするのは、

余計に相手から好かれなくなってしま

う」というような答えが出てきた。

それに対して大人はあまり意見を出し

ていなかったように思う。しかし私

は「人生は一度きりしかないのだから、

好きになった人が結婚していようがい

まいが、その人を自分の方に向かせる

努力をすべきだ」と思っていたo

ところが、私はこの意見を対話の中

で言うことができなかった。言っては

いけないような気もした。それはなぜ

だ、ったのだろう。子どもに、結婚して

いる人を好きになったり、結婚してい

る人が他の人を好きになったりしてし

まう「不倫」というものの事実を伝え

てはいけないというような空気が涜れ

ていたように思う。結局この闘いにつ

いての議論はほとんど発展することな

く、次の話題に移ってしまった。私は

このとき、日常の中には大人が子ども

に知らせたくないと思うような内容が

存在することを実感した。大人は子ど

もに知らせたくない事実を対話の中に

持ち込まないように避けるべきなのだ

ろうか。しかし、避けたいと思うのは、

子どもに対する大人の立場や体裁を気

にしているからではないか、とも思う。

哲学対話の中では、自分や対話の相手

が、大人であることや子どもであるこ

とを忘れた方が良いのではないか。対

話の中で、せっかく頭に「ふわっ」と

浮かんできたものを、対話の輸の中に

いる人によって言ったり言わなかった

りすることは、本当に対話の中に浸り

きれていないことになる。もちろん、

この対話の中で「不倫」という事実を

ただ肯定するべきだったのである、と

言いたいのではなく、「不倫という事

実を子どもに伝えたくない」という大

人側の感情も、対話の中で頭に浮かん

できた自然なものである。だから、例

子どもと大人の対話I11 



えばこの対話のrflでは「なぜ結附して

いる人を好きになってしまうことが£！

くないことであると々えられているの

か」ということや「なぜ ，~どもに伝え

たくない、という気持ちになるのだろ

う」ということなどをもっと山究しで

も良かったのではないか。

n常生活の＂＇で、 子どもと大人が対

等なl見｜係になって訴をするtJ,}1fliはほと

んどない。学校や家litにおいて、先生

と児市や生徒、税と子、という｜民l係は

上下関係であることが多い。しかし、

崎玉県の中学校で、小学生と大学生が

lri］じような11¥Jいを立てて，1i'i論をしてい

ることから、人が疑川に！llうζとは、

どの年代でも同じだということを感じ

た。fir学対話においては、教（：rliと生

徒の｜提l係も、おlと子の｜見｜｛系もすべて対

等になり、同じ一人の人11¥1と－人の人

川の｜見l係を保つことを大切にしたい。

「子どものがjだから」とか、「これが？；：

調だからJとか、体肢を以lこすること

よりも、もっと11分の気持ちにぷ出に

なって与えることが、対，1,f;にも、自分

ri身の思考を深めるためにも良いこと

である。
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